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福岡市博物館  

  
  

 
福岡市博物館では、歴史、考古、民俗、美術の各分野の学芸員が、さまざま
なテーマを設け、博物館資料や館外の文化財を展示しています。１月からは、
以下の 4つの企画展を開催いたします。ふくおかの歴史や文化の魅力を再発見 
できる本展示を、ぜひご取材いただきますようお願いいたします。 
（参考資料として、2枚目に福岡市博物館だより「Facata」129号 4～5ペー
ジを添付しております） 

■お問い合わせ先 福岡市博物館 学芸課：松村 TEL 092-845-5011 
                     FAX 092-845-5019  

 
 

１月から 4つの企画展を開催します 
「古代のお寺」「描かれた黒田如水・長政展」「防人たち」「水とくらし」 

 

① 古代のお寺 １月 17日（火）～３月 12日（日） 

飛鳥時代～平安時代の福岡にあった寺院の多くは、今は無く、その痕跡から「廃
寺」と呼ばれています。発掘調査で出土した資料や文字資料から、古代の「お寺」
が地域でどのような存在であったのかを探ります。 
 
② 描かれた黒田如水・長政展 １月 17日（火）～３月 19日（日） 

福岡藩祖・黒田如水と息子で初代藩主・黒田長政が描かれた絵画を、収蔵品を中
心に展示し、その特徴や移り変わりを紹介します。 

 

③ 防人
さきもり
たち １月 17日（火）～４月 23日（日） 

博多区雑餉隈遺跡で見つかった奈良時代の東北の土器。これは「俘囚
ふしゅう

」と呼ばれ
た古代東北の人の土器と考えられます。古代の防人、鎌倉時代の元寇、太平洋戦
争末期の本土防衛、福岡周辺を守るために派遣された人々の痕跡を追います。 
 
④ 福岡市水道創設 100周年記念  水とくらし 

 1月 17日（火）～3月 26日（日） 
大正 12（1923）年、曲渕ダムと平尾浄水場をはじめとする一連の施設が完成し、
福岡市で上水道の給水が始まって、今年で 100 年。古代から近現代までの水と
人々のかかわりを振り返り、福岡市の水道事業の歩みを紹介します。 
 
 【開催概要】 

・場 所 ：福岡市博物館 2階 企画展示室 1～4 

・時 間 ：9時 30分～17時 30分（入館は 17時まで）  

・休館日 ：月曜日（月曜日が休日の場合は翌平日休館） 

・観覧料 ：一般 200（150）円 高大生 150（100）円 中学生以下無料 

（ ）内は 20人以上の団体料金、料金は常設展示室・企画展示室共通 

③東北系の真っ黒な土器 
（博多区雑餉隈遺跡） 

① 土器に書かれた「寺」の文字
（博多区高畑遺跡） 

②威厳のある姿の黒田如水・長政像 
(筑前名所図会) 

④ 博多部の配水管布設 




	release_kikakuten_202301_2
	１月17日開始企画展内容（FACATA129)

